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少
年
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

被
害
者
等
に
よ
る
少
年
審
判
の
傍
聴

一

家
庭
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
で
あ
っ
て
次

に
掲
げ
る
罪
の
も
の
又
は
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
罪
に
係
る
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
（

い
ず
れ
も
被
害
者
を
傷
害
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
生
命
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
に
限
る
。
）
の
被
害
者

等
か
ら
、
審
判
期
日
に
お
け
る
審
判
の
傍
聴
の
申
出
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
少
年
の
年
齢
及
び
心
身
の
状
態
、
事
件
の
性
質
、
審

判
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、
こ
れ
を
傍
聴
す
る
こ
と
を
許
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
関
係
）

１

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
を
死
傷
さ
せ
た
罪

２

刑
法
第
二
百
十
一
条
（
業
務
上
過
失
致
死
傷
等
）
の
罪

二

家
庭
裁
判
所
は
、
一
の
規
定
に
よ
り
審
判
の
傍
聴
を
許
す
場
合
に
お
い
て
、
傍
聴
す
る
者
が
著
し
く
不
安
又
は
緊
張
を
覚
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
適
当
と
認
め
る
者
を
、
傍
聴
す
る
者
に
付
き
添
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

二
十
二
条
の
四
第
二
項
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
二

被
害
者
等
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写

一

裁
判
所
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
保
護
事
件
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
の
決
定
が
あ
っ
た
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後
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
保
護
事
件
の
被
害
者
等
又
は
被
害
者
等
か
ら
委
託
を
受
け
た
弁
護
士
か
ら
、

そ
の
保
管
す
る
当
該
保
護
事
件
の
記
録
（
家
庭
裁
判
所
が
専
ら
当
該
少
年
の
保
護
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
に
収
集
し
た
も
の
及

び
家
庭
裁
判
所
調
査
官
が
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
当
該
少
年
の
保
護
の
必
要
性
の
判
断
に
資
す
る
よ
う
作
成
し
又
は
収
集
し
た
も
の
を

除
く
。
）
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
閲
覧
又
は
謄
写
を
求
め
る
理
由
が
正
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
及
び
閲
覧
又

は
謄
写
を
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
申
出
を
し
た
者
に
そ
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
五
条
の
二
第
一
項
関
係
）

二

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
三

被
害
者
等
の
申
出
に
よ
る
意
見
の
聴
取

被
害
者
の
心
身
に
重
大
な
故
障
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
又
は
兄
弟
姉
妹
を
、
第
九
条
の
二
に
規
定
す

る
意
見
の
聴
取
の
対
象
者
と
す
る
こ
と
。
（
第
九
条
の
二
関
係
）

第
四

成
人
の
刑
事
事
件

一

成
人
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
関
係
）

二

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
五

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
第
三
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
項
関
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係
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（

附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
関
係
）


